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生きがいしごとサポートセンター神戸東 センター長　狩
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   宮城県石巻市
 
● 「復興を内包した地域包括ケア」実現へ
    岩手県釜石市
 
● 高齢者が社会を「支える」役割に
   宮城県仙台市
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特集

「地域包括ケア」という言葉を、近ごろよく耳にするようになりました。

保健・医療・介護・福祉などの支援者、専門職、関係機関が手を携え、

住民とともに生活や介護を支える輪を地域のなかにつくろう、というものです。

地域のなかですから、住民自身も支えられるだけでなく、

支える側としての役割が期待されています。たとえば、

ご近所づきあいにちょっぴり「見守り」の気遣いを含めること。

「これって、仮設住宅ではけっこうできているんじゃない？」

仮設住宅にはサポートセンターがあり、生活支援相談員などの生活支援員がいます。

困りごとを抱えている人がいれば、援助のための制度やサービス、専門職・機関につなぎ、

支援の輪をつくって包みこんでいく仕組みができています。

住民の自治組織や自主運営サークル、外部の支援団体も、

見守りや孤立防止、健康づくりなどに大きな役割を担っていますね。

お年寄りだけでなく、子どもやお母さん・お父さん、障害のある人、病気がちな人、

元気のないおじさん・おばさん、ひきこもりがちな若者、経済的に行き詰まった人にも、

生活支援員や住民、支援団体などが、さまざまな心配りをしています。

この仕組みをすべての地域に広め、発展させ、将来へ引き継いでいく──

それが本当の復興ではないでしょうか。

今回の特集は、宮城県石巻市・仙台市、岩手県釜石市で、

復興とともにすすめられている地域包括ケアの取り組みを紹介します。

復興 
と

「地域包括ケア」
復興 

と
「地域包括ケア」
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被災したまちの暮らしを再構築する

次
世
代
型
地
域
包
括
ケ
ア

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
宮
城
県
石
巻
市
で

は
、
仮
設
住
宅
な
ど
で
の
環
境

の
変
化
や
体
調
の
不
調
に
よ

り
、
閉
じ
こ
も
り
や
認
知
症
、

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
依
存
症
が

増
え
て
い
る
。
医
療
や
介
護
の

専
門
家
が
奮
闘
す
る
だ
け
で
は

課
題
を
解
決
し
が
た
く
、
自
宅

で
暮
ら
す
高
齢
者
な
ど
を
住
民

と
と
も
に
地
域
全
体
で
支
え
る

仕
組
み
が
、
復
興
を
す
す
め
る

う
え
で
も
欠
か
せ
な
い
。
す
べ

て
の
市
民
が
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
可
能
な
限
り
自

力
で
生
活
で
き
る
仕
組
み
を
つ

く
る
べ
く
、
市
で
は
、
こ
れ
を

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

と
し
て
い
ち
早
く
推
進
し
て
き

た
。２

０
１
３
年
10
月
に
「
石
巻

市
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
協
議

会
」
を
発
足
さ
せ
、
今
後
10

年
を
見
据
え
た
基
本
構
想
を

２
０
１
４
年
３
月
に
策
定
。
仮

設
住
宅
な
ど
か
ら
の
転
居
者
に

配
慮
し
た
仕
組
み
づ
く
り
や
、

高
齢
者
だ
け
で
な
く
障
害
者
や

子
育
て
世
代
も
対
象
と
す
る

「
次
世
代
型
地
域
包
括
ケ
ア
」

を
う
た
っ
て
い
る
点
が
特
徴
と

い
え
る
。
推
進
協
議
会
に
は
医

師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師

会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
介
護

保
険
運
営
審
議
会
な
ど
の
専
門

家
だ
け
で
な
く
、
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
や
仮
設
住
宅
自
治
連
合

推
進
会
な
ど
の
地
域
住
民
の
ま

と
め
役
も
参
画
し
て
お
り
、
こ

の
３
月
に
３
か
年
の
実
施
計
画

を
ま
と
め
る
。

65
％
が

　
　
「
支
え
合
い
に
関
心
あ
り
」

２
０
１
４
年
度
の
石
巻
市
市

民
意
識
調
査
に
お
い
て
、
65
％

の
市
民
が
「
地
域
で
支
え
合
う

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ
る
」

と
回
答
し
て
い
る
こ
と
は
非
常

に
興
味
深
い
。
自
宅
で
の
暮
ら

し
は
、
医
療
や
介
護
の
専
門
家

◎宮城県石巻市

● 高齢者だけでなく障害者や子育て世代も対象とする「次世代型地域包括ケア」をうたう
● 被災したまちのコミュニティづくりを後押しする仕かけに。

ポイント

特集 復興と地域包括ケア

秋田県 岩手県

福島県

山形県

太平洋

宮城県
石巻市

開成・南境地域にある「包括ケアセンター」（建物左）と、
「石巻市立病院開成仮診療所」（右）
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包括ケアセンターでの活動状況

が
出
入
り
す
る
だ
け
で
は
成
り

立
た
ず
、
本
人
や
家
族
に
よ
る

自
助
と
、
隣
近
所
な
ど
地
域
住

民
と
の
互
助
が
社
会
生
活
の

ベ
ー
ス
と
な
る
。
外
出
の
機
会

を
も
つ
こ
と
は
心
身
を
健
や
か

に
す
る
こ
と
か
ら
、
気
軽
に
立

ち
寄
る
場
や
お
茶
の
み
を
す
る

場
を
近
隣
地
域
の
な
か
に
設
け

る
こ
と
は
意
義
深
く
、
ま
た
元

気
な
高
齢
者
が
見
守
り
を
含
め

た
地
域
自
治
を
担
う
よ
う
に
、

市
と
し
て
地
域
を
支
援
し
て
い

く
意
向
だ
。

策
定
に
あ
た
り
、
市
が
実
施

し
た
既
存
の
自
治
会
に
対
す
る

調
査
で
は
、地
域
課
題
と
し
て
、

住
民
の
高
齢
化
や
自
治
会
運

営
、
人
口
減
少
、
医
療
機
関
の

不
足
を
挙
げ
る
回
答
が
目
立
っ

た
。
役
員
の
世
代
交
代
が
う
ま

く
す
す
ま
な
い
な
か
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
し
よ
う
と

努
力
し
て
い
る
状
況
が
あ
り
、

地
域
の
課
題
に
応
じ
て
支
援
を

行
う
必
要
性
が
確
認
で
き
た
。

ま
た
、
医
療
と
介
護
、
地
域

を
結
ぶ
調
整
役
と
し
て
は
、
市

内
に
12
か
所
あ
る
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
位
置
づ
け
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

合
併
前
の
旧
河
北
町
、
雄
勝

町
、
河
南
町
、
桃
生
町
、
北
上

町
、
牡
鹿
町
に
各
１
か
所
と
旧

石
巻
市
内
に
６
か
所
あ
り
、
ス

ム
ー
ズ
な
連
携
を
目
指
す
。
市

の
意
向
調
査
で
は
、
医
療
機
関

や
薬
局
、介
護
事
業
所
は
医
療
・

介
護
の
連
携
に
よ
る
効
果
を
認

識
し
て
い
る
も
の
の
、
実
践
に

は
至
っ
て
い
な
い
現
状
が
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
。
打
ち
合
わ
せ

を
す
る
時
間
帯
が
合
わ
な
か
っ

た
り
、
専
門
用
語
に
気
を
遣
う

な
ど
、
連
携
す
る
こ
と
に
時
間

が
か
か
る
点
を
課
題
に
感
じ
て

い
る
事
業
者
も
お
り
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
基

本
的
な
説
明
会
や
、
具
体
的
に

連
携
す
る
た
め
の
多
職
種
間
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
研
修

の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
調
査
か
ら
わ
か
っ
た
。

県
内
初
の

　
　
　
「
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」

市
で
は
被
災
者
支
援
の
一
環

と
し
て
、
市
内
最
大
規
模
の
開

成
・
南
境
仮
設
住
宅
団
地
に
、

県
内
初
と
な
る
「
包
括
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
」
を
２
０
１
３
年
８
月

に
開
設
し
た
（
翌
年
２
月
に
石

巻
市
立
病
院
開
成
仮
診
療
所
の

隣
に
移
設
）。
２
階
建
て
の
包
括

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
１
階
部
分
は
、

多
目
的
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
地
域

住
民
に
開
放
さ
れ
、
健
康
教
室

や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
、
料
理
教
室
な
ど
が
開
か
れ

る
。
ま
た
、
平
日
の
11
時
か
ら

ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施
し
て
お
り
、

血
圧
測
定
や
生
活
相
談
に
も
応

じ
て
い
て
住
民
に
好
評
だ
。

多
職
種
連
携
会
議
へ
の
取
り

組
み
に
も
力
を
注
ぐ
。
保
健
師

や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
が
参
加

す
る
個
別
の
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
（
随
時
）
の
ほ
か
、
医

師
や
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
地

域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な

ど
が
加
わ
る
エ
リ
ア
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
月
１
回
開
き
、
個
別
の

事
例
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し

て
い
る
。

現
在
は
、
開
成
・
南
境
地
区

を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、健
康
・

福
祉
課
題
に
対
応
す
る
拠
点
と

し
て
活
動
し
て
い
る
が
、「
こ

こ
で
の
取
り
組
み
を
今
後
全
市

に
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
市
健

康
部
包
括
ケ
ア
推
進
室
長
の
守

屋
克
浩
さ
ん
は
話
す
。

市
で
は
、
被
災
し
た
市
立
病

院
を
石
巻
駅
前
に
再
建
し
、

２
０
１
６
年
の
開
院
を
目
指
し

て
い
る
が
、
隣
接
し
て
整
備
を

予
定
し
て
い
る
「（
仮
称
）
さ

さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
内
に
包

括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
移
設
。
必

要
に
応
じ
て
サ
ポ
ー
ト
拠
点
を

配
置
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
が
き
め
細
か
く
浸
透
す
る

こ
と
を
目
指
す
。

小

特集 復興と地域包括ケア

復
興
公
営
住
宅
で
の
支
援

市
で
は
、
復
興
公
営
住
宅

や
防
災
集
団
移
転
な
ど
に
よ

る
転
居
が
、
こ
れ
か
ら
本
格

化
す
る
。
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
と
生
活
支
援
を
円
滑
に
す

す
め
る
た
め
、
復
興
公
営
住

宅
な
ど
に
は
「
地
域
包
括
ケ

ア
サ
ポ
ー
ト
拠
点
」
を
設
置

し
、
仮
設
住
宅
な
ど
か
ら
移

転
し
た
人
や
仮
設
住
宅
に
残

る
人
た
ち
を
、
在
宅
医
療
・

看
護
・
介
護
の
専

門
家
が
連
携
し
て

24
時
間
見
守
る
計

画
だ
。
ま
た
、
半

島
部
に
も
サ
ポ
ー

ト
拠
点
を
設
置
し
、

住
民
の
自
助
・
互

助
を
引
き
出
し
な

が
ら
、
で
き
る
限

り
既
存
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
な
か
で

暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
「
包
括
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
」
が

あ
と
押
し
を
す
る
。

宮
城
県
内
で
取

り
組
み
を
リ
ー
ド

す
る
石
巻
市
の
挑

戦
は
、
始
ま
っ
た

ば
か
り
だ
。
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岩
手
県
釜
石
市
は
、
市
内
８

地
区
に
、
保
健
師
な
ど
が
常
駐

す
る
「
生
活
応
援
セ
ン
タ
ー
」

を
展
開
し
て
い
る
。
実
質
的
に

地
域
包
括
ケ
ア
に
相
当
す
る
市

独
自
の
「
地
域
生
活
応
援
シ
ス

テ
ム
」
の
中
核
施
設
だ
。

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

市
が
、
同
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
着
手
し
た
の
は
２
０
０
５
年

度
。
翌
06
年
度
に
は
モ
デ
ル
事

業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
続
く
07

年
度
に
セ
ン
タ
ー
を
各
地
区
に

開
設
、
本
格
運
用
に
入
っ
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
は
、
一
般
的

に
高
齢
者
介
護
の
枠
組
み
と
さ

れ
る
。
こ
れ
に
対
し
同
シ
ス
テ

ム
は
、
乳
幼
児
か
ら
若
者
、
高

齢
者
ま
で
、
す
べ
て
の
世
代
を

対
象
と
し
、心
と
体
の
健
康
や
、

暮
ら
し
に
つ
い
て
の
相
談
・
支

援
な
ど
に
あ
た
る
。
さ
ら
に
、

住
民
主
体
の
交
流
と
支
え
合
い

の
仕
組
み
づ
く
り
や
、
地
域

リ
ー
ダ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
も
推
進
す
る
。
こ
う
し
た

特
徴
は
、
震
災
後
の
被
災
者
の

生
活
支
援
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再

生
に
力
を
発
揮
し
た
。

セ
ン
タ
ー
は
、
市
内
８
地

区
（
釜
石
、
平へ

い
た田
、
中な
か
づ
ま妻
、

小こ

さ

の

佐
野
、
甲か
っ
し子
、
鵜う
の
す
ま
い

住
居
、

栗く
り
は
し橋
、
唐と
う
に丹
）
の
公
民
館
な
ど

市
の
施
設
に
併
設
さ
れ
て
い

る
。
利
用
者
か
ら
見
れ
ば
、
従

来
の
公
民
館
な
ど
に
、
地
域
づ

く
り
、
保
健
・
福
祉
、
行
政
窓

口
（
住
民
票
発
行
、
税
金
収
納

な
ど
）
の
機
能
が
付
加
さ
れ
た

格
好
。
高
齢
者
支
援
の
中
核
機

関
で
あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
（
地
域

支
所
）と
し
て
の
機
能
も
あ
る
。

単
に
役
所
の
機
能
を
い
く
つ

か
付
け
加
え
た
だ
け
で
は
な

い
。
組
織
の
縦
割
り
を
廃
し
、

保
健
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
な

ど
の
分
野
を
横
断
し
た
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
相
談
対
応
を
可
能
に
し

た
。
子
育
て
や
介
護
、
健
康
な

ど
複
合
的
な
生
活
課
題
を
抱
え

た
住
民
が
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ

れ
ば
、
分
野
別
に
担
当
課
を
渡

り
歩
か
ず
に
済
む
。
セ
ン
タ
ー

所
属
の
保
健
師
が
一
元
的
に
対

応
し
、
住
民
の
生
活
課
題
を
整

理
、必
要
に
応
じ
て
各
種
制
度
・

サ
ー
ビ
ス
、
専
門
機
関
な
ど
に

つ
な
ぐ
。
そ
の
後
も
随
時
、
見

守
り
や
相
談
で
フ
ォ
ロ
ー
し
て

い
く
。

介
護
関
連
施
設
を
運
営
す
る

社
会
福
祉
法
人
と
の
連
携
も
行

わ
れ
て
い
る
。
市
が
、
７
つ
の

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
、
高

齢
者
向
け
の
相
談
窓
口
業
務
を

◎岩手県釜石市

　「復興を内包した
地域包括ケア」実現へ

ポイント
●「地域生活応援システム」は、被災者支援の
人材とノウハウを生かしさらに発展可能

特集 復興と地域包括ケア

秋田県

青森県

宮城県

太平洋

山形県

岩手県
釜石市 岩手県釜石市が震災以前に構築した「地域生活応援システム」で、中核に

位置づけられる「生活応援センター」の概念図（市地域づくり推進課提供）

委
託
。
各
事
業
所
に
所
属
す
る

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
相
談
対
応

に
あ
た
り
、
内
容
に
応
じ
て
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
本

所
や
各
生
活
応
援
セ
ン
タ
ー
へ

つ
な
ぐ
。

セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
30
年
の

合
併
以
前
の
旧
村
単
位
で
配
置

さ
れ
て
い
る
。
旧
村
の
生
活
圏

域
は
現
在
ま
で
続
く
も
の
で
、

住
民
に
は
な
じ
み
深
い
。
地
区

人
口
は
、
最
も
多
い
小
佐
野
が

約
８
６
０
０
人
、
最
少
は
栗
橋

の
約
１
４
０
０
人
。こ
の
差
が
、

セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
配
置
に

も
影
響
し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
は
、

所
長
１
人
、保
健
師
１
～
３
人
、

事
務
職
１
～
２
人
の
ほ
か
、
臨

時
職
員（
緊
急
雇
用
創
出
事
業
）

の
「
見
守
り
ス
タ
ッ
フ
」
な
ど

で
構
成
。
１
か
所
当
た
り
計
４

～
８
人
と
な
っ
て
い
る
。
８
か

所
合
計
で
は
、
臨
時
職
員
も
含

め
50
人
（
昨
年
10
月
末
時
点
）。

公
民
館
長
も
兼
ね
る
セ
ン

タ
ー
所
長
は
、
市
の
地
域
づ
く

り
推
進
課
の
職
員
が
務
め
る
。

保
健
師
は
、
健
康
推
進
課
の

職
員
が
１
人
ず
つ
配
置
さ
れ
る

ほ
か
、
地
区
に
よ
っ
て
は
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高
齢
介

護
福
祉
課
）
の
職
員
や
、
震
災

後
に
他
市
町
村
な
ど
か
ら
派
遣
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特集 地域で生かそう「私」の目線

さ
れ
た
応
援
職
員
も
お
り
、
多

い
と
こ
ろ
で
３
人
体
制
と
な
っ

て
い
る
。

保
健
師
の
負
担
軽
減
が
課
題

セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る
保
健

師
の
業
務
の
柱
は
、
保
健
事
業

と
介
護
予
防
事
業
。
具
体
的
に

は
、
健
康
相
談
・
指
導
、
健
康

づ
く
り
教
室
（
軽
体
操
な
ど
）、

料
理
教
室
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
、
も
の

忘
れ
予
防
教
室
の
運
営
、孤
立
・

ひ
き
こ
も
り
予
防
活
動
、健
診
・

予
防
接
種
の
支
援
、
介
護
予
防

プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど
。
こ
の
ほ

か
、
保
健
活
動
の
住
民
リ
ー

ダ
ー
「
ス
ク
ラ
ム
メ
イ
ト
」（
地

域
健
康
活
動
推
進
員
）
の
養
成

や
、
生
活
課
題
を
抱
え
た
人
の

戸
別
訪
問
も
行
う
。震
災
後
は
、

被
災
者
の
生
活
支
援
（
訪
問
・

相
談
な
ど
）
も
加
わ
っ
た
。

地
域
づ
く
り
推
進
課
課
長
の

大
久
保
孝
信
さ
ん
は
、「
保
健

師
の
負
担
が
重
く
な
っ
て
い

る
」
と
懸
念
す
る
。「
本
来
の

保
健
事
業
や
介
護
予
防
に
注
力

で
き
る
よ
う
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
な
ど
を
配
置
し
た
い

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
」。

だ
が
、
実
現
は
難
し
い
。
福

祉
な
ど
の
専
門
職
は
県
内
全
域

で
不
足
し
て
い
る
う
え
、
予
算

の
確
保
も
容
易
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、「
専
門
職
に
頼
ら

ず
、
地
域
で
対
応
す
る
力
を
少

し
ず
つ
高
め
て
い
く
」（
大
久

保
さ
ん
）こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

地
域
住
民
や
民
生
・
児
童
委
員
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
の

連
携
強
化
が
必
要
だ
。

セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
地
域
住

民
の
参
画
は
、
計
画
段
階
で
行

わ
れ
た
。
ま
ず
、
セ
ン
タ
ー
の

機
能
と
住
民
の
役
割
に
つ
い
て

話
し
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

各
地
区
で
開
か
れ
、
住
民
の
意

向
が
事
業
計
画
に
反
映
さ
れ
た
。

セ
ン
タ
ー
開
設
翌
年
の
08
年

に
は
、
地
域
課
題
の
解
決
に
住

民
自
身
が
取
り
組
む
枠
組
み
と

し
て
、
各
地
区
の
全
町
内
会
が

加
盟
す
る
「
地
域
会
議
」
が
立

ち
上
げ
ら
れ
た
。
事
務
局
は
各

セ
ン
タ
ー
の
所
長
が
務
め
、
両

者
が
密
接
に
協
働
す
る
。

地
域
会
議
は
、
こ
の
ほ
ど
相

次
い
で
「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
構
築
す
る
方
針
を
決
め

た
。
あ
い
さ
つ
や
回
覧
と
い
っ

た
、
日
常
的
な
近
所
づ
き
あ
い

に
よ
る
見
守
り
を
あ
る
程
度
組

織
化
し
、
気
づ
い
た
こ
と
が
あ

れ
ば
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
な
ど

に
連
絡
す
る
。
民
生
・
児
童
委

員
、
市
社
協
、
警
察
、
消
防
な

ど
と
も
情
報
共
有
を
図
る
。

生
活
支
援
相
談
員
ら
に
期
待

市
社
協
は
、
震
災
後
ま
も
な

く
、
被
災
者
の
生
活
支
援
と
、

仮
設
住
宅
な
ど
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
支
援
を
統
括
す

る
「
生
活
ご
安
心
セ
ン
タ
ー
」

を
立
ち
上
げ
た
。
同
セ
ン
タ
ー

に
は
現
在
、
生
活
支
援
相
談

員
（
以
下
、相
談
員
）
18
人
と
、

復
興
公
営
住
宅
（
＝
災
害
公

営
住
宅
）
で
の
支
援
業
務
に

専
従
す
る
復
興
住
宅
サ
ポ
ー

タ
ー
３
人
の
ほ
か
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
に
携

わ
る
ス
タ
ッ
フ
４
人
が
配
置

さ
れ
て
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
の
副
セ
ン

タ
ー
長
・
菊
池
亮
さ
ん
は
、

相
談
員
ら
に
つ
い
て
、「
介
護

や
医
療
な
ど
の
手
前
に
い
る

要
支
援
者
の
見
守
り
で
、
周

辺
住
民
と
の
協
力
体
制
を
築

く
な
ど
、
地
域
資
源
を
う
ま

く
生
か
し
て
活
動
し
て
い
る
」

と
評
す
る
。

相
談
員
ら
は
、
個
別
支
援
と

地
域
支
援
両
面
で
実
力
を
つ

け
て
き
て
い
る
。
年
齢
的
に

は
50
～
60
歳
代
が
多
く
、
以

前
の
職
場
や
町
内
会
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
な
ど
で
培
っ
た
顔
の
広
さ

も
強
味
だ
。
地
域
包
括
ケ
ア

の
推
進
要
素
と
し
て
再
配
置

す
れ
ば
、
そ
の
発
展
に
大
い

に
貢
献
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
は
、
医
療

や
介
護
な
ど
の
専
門
職
・
機
関

だ
け
で
は
成
立
し
な
い
。
住
民

同
士
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
、

支
え
合
い
を
促
し
、
医
療
や

介
護
と
う
ま
く
連
携
さ
せ
る

（
相
談
員
の
よ
う
な
）
人
材
は
、

今
後
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
う
」（
菊
池
さ
ん
）

中
・
長
期
の
視
野
に
立
っ
た

相
談
員
の
配
置
が
で
き
る
よ

う
、
安
定
財
源
の
確
保
な
ど
、

関
係
者
に
は
前
向
き
な
検
討

を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。

地
域
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み

が
進
む
一
方
、
専
門
職
・
機
関

と
市
、
市
の
各
部
局
間
の
連
携

を
強
め
る
動
き
も
出
て
き
た
。

市
は
、
12
年
に
釜
石
医
師

会
と
在
宅
医
療
を
推
進
す
る

た
め
の
専
門
組
織
「
チ
ー
ム

か
ま
い
し
」
を
結
成
。
主
に

介
護
・
福
祉
分
野
と
医
療
機
関
・

従
事
者
と
の
関
係
強
化
に
乗

り
出
し
た
。
14
年
４
月
の
市

の
組
織
改
編
で
は
、
新
た
に

「
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
本
部
」

を
設
置
。「
復
興
を
内
包
し
た

地
域
包
括
ケ
ア
」
を
旗
印
に
、

組
織
横
断
的
な
取
り
組
み
を

進
め
る
。

推
進
本
部
事
務
局
長
の

佐
々
木
浩
子
さ
ん
は
、「
高
齢

化
へ
の
対
応
と
、
震
災
で
失

わ
れ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
を
同
時
に
進
行
さ
せ

る
。
被
災
者
支
援
の
あ
り
方

も
、
す
べ
て
の
市
民
と
地
域

を
包
含
し
た
形
の
な
か
で
、

捉
え
直
し
て
い
く
」
と
話
す
。

市
の
高
齢
化
率
は
、
昨
年

11
月
末
で
35
・
４
％
（
人
口

は
３
万
６
４
８
７
人
）。
10
年

後
に
は
、
人
口
は
３
万
人
を

割
り
込
み
、
高
齢
化
率
は
４

割
を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
て

い
る
（
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
推
計
）。
被
災

者
支
援
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や

人
材
も
生
か
す
地
域
包
括
ケ

ア
が
、
こ
の
難
局
打
開
の
鍵

と
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

昨年４月に設置された釜石市の地域包括ケア推
進本部内の様子（市保健福祉センター内）

特集 復興と地域包括ケア

木
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介
護
予
防
と
自
主
グ
ル
ー
プ

１
０
７
万
都
市
・
仙
台
市
で
は

現
在
、
２
０
１
５
年
度
か
ら
３
か

年
に
わ
た
る
「
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を

策
定
中
だ
。
中
長
期
的
な
観
点
か

ら
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と

な
る
２
０
２
５
年
に
向
け
て
、
一

人
暮
ら
し
に
な
っ
て
も
認
知
症
に

な
っ
て
も
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
。

こ
れ
ま
で
仙
台
市
で
は
、

２
０
０
６
年
か
ら
高
齢
者
が
運
動

な
ど
の
介
護
予
防
に
取
り
組
め
る

よ
う
に
「
介
護
予
防
運
動
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
養
成
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー

が
地
域
で
自
主
グ
ル
ー
プ
を
立
ち

上
げ
、
活
動
を
続
け
ら
れ
る
よ
う

支
援
し
て
き
た
。
健
康
づ
く
り
と

社
会
的
孤
立
防
止
の
側
面
を
も
つ

こ
の
取
り
組
み
は
、
地
域
住
民
が

人
と
つ
な
が
り
、
自
分
た
ち
で
運

営
を
楽
し
む
体
験
の
場
と
し
て
展

開
。
現
在
、
市
内
に
１
５
０
の
自

主
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
高
齢
者
が

社
会
を
「
支
え
る
」
役
割
を
担
う

機
会
や
社
会
に
貢
献
す
る
活
動
に

つ
な
が
る
と
し
て
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
も
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

高
齢
化
率
21
％
の
仙
台
市
に
お

い
て
も
、
認
知
症
対
策
は
大
き
な

課
題
だ
。
本
人
や
そ
の
家
族
だ
け

で
な
く
、
近
隣
の
地
域
の
人
た
ち

が
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識

を
も
ち
、
認
知
症
の
人
と
の
接
し

方
や
相
談
窓
口
（
最
寄
り
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
を
知
る
こ

と
で
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
地
域

で
支
え
合
え
る
土
壌
が
生
ま
れ
る
。

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
た
め
に
は
、
日
常
に
お
い
て
医

療
や
介
護
、
生
活
支
援
な
ど
が
う

ま
く
組
み
合
わ
さ
っ
て
暮
ら
し
を

支
え
る
体
制
が
不
可
欠
。
仙
台
市

で
は
そ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能

の
要
と
し
て
、
市
内
49
か
所
に
あ

る
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
位
置
づ
け
る
。
介
護
予
防
や
認

知
症
高
齢
者
へ
の
対
応
な
ど
、
地

高齢者が社会を「支える」役割に

ポイント

● 介護予防を行うグループが、地域の人材として果たす役割に期待 !

◎宮城県仙台市

特集 復興と地域包括ケア

仙台市役所

秋田県 岩手県

山形県

太平洋

宮城県
仙台市

福島県

介護予防を行う自主グループを市で支援する
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専門家に聞く地域づくりの
ヒント

1944 年生まれ、 立教 大 学 教 授などを経て現 職。
国の地 域包括ケア研究会委員の他、国・自治 体の
委員会等に参画。地域ケア論、医療介護福祉政策
論専攻。編著書に「地域包括ケアシステム」「地域
連携論」など。HP: ht tp://takahato.com

一般財団法人 高齢者住宅財団理事長 
国際医療福祉大学教授

高橋 紘士（たかはし・ひろし）さん
多彩な支え合いを具現化

した

2025 年型支援モデル

　3.11 の約 3 か月前に、アメリカのジャーナリストのレ
ベッカ ･ ソルニットによる「災害ユートピア」の翻訳が出
版された。彼女自身のカルフォルニアでの自身の被災経
験をもとに、数多くの世界各国の災害の被災経験を研究 ･
取材し、大惨事に直面した人たちの行動について「地震、
爆撃、大嵐などの直後には緊迫した状況の中で誰もが利
他的になり、自身や身内のみならず隣人や見も知らぬ人々
に対してさえ、まず思いやりを示す」。しかし、一方で制
度を担うエリートたちがパニックを起こし、このような
現実を無視して、事態を混乱させる行動を起こしがちで
あると述べている。
　震災後の復興過程でもこの指摘は当てはまるかもしれ
ない。震災時での利他的な行動が形成し、自助と互助が
大きな役割を果たしてきたことを無視して、制度が自助
や互助を抑圧するものとして現れるかもしれないのだ。
　実は、地域包括ケアシステムの構築にでもこのような
相克が現実のものとなっている。社会保障制度改革国民
会議が、「1970 年代モデル」と「2025 年モデル」という
ことを述べ、地域包括ケアシステムが実は前者の「施設
病院完結型」から、後者の「地域完結型の保健医療介護
福祉のモデル」へという視点を提起した。これは、既存
通念から形成された制度を乗り越える改革構想を提示し
たものであるが、相変わらず旧来型の既得権益の側から
の攻撃が、先頃公表された「認知症国家戦略」においても、

病院機能を過度に重視するくだりのなかなどに見える。地
域包括ケアシステムの構築を空洞化しようとする動きも
また無視できないのだ。
　ところで、本特集で扱われた、石巻市の「次世代型地
域包括ケア」の構築、釜石市の乳幼児から高齢者までを
支える「地域生活応援システム」が目指す地域包括ケア
の包括化、仙台市での高齢者自身が社会を支える側にま
わるという実践などは、まさに 2025 年型モデルとしての
地域包括ケアシステム構築への力強いメッセージであり、
実践でもある。
　被災経験という困難が実は、地域の再生を目指す強み
として転化していくというプロセスは、内発的な発展こ
そが、本当の地域づくりの可能性を開くものだというこ
とを改めて学ばせてくれる。なにより高齢や障害、子育
ての世帯を含めて、さまざまな視点を必要とする地域社
会の復興を目指すとすれば、その中核に従来型の援助者
対被援助者の固定した援助観を克服する必要がある。こ
のことにより、これらの事例は、地域の人たちの多彩な
支え合いを具現化した、2025 年の支援モデルを提示して
いるように思われる。
　震災の経験をふまえた復興は、旧に復するという意味
ではなく、2025 年の現実をとらえた未来指向の復興でな
ければならないことを改めて教えてくれる。

特集 復興と地域包括ケア

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
も
つ

機
能
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

多
職
種
連
携
に
よ
る
体
制
の
充

実
を
図
る
。

す
で
に
、
市
内
の
若
林
区
及

び
太
白
区
で
、
医
療
職
・
介
護

職
・
行
政
職
員
な
ど
が
参
加
す

る
「
地
域
ケ
ア
会
議
」
が
実
施

さ
れ
、
多
職
種
が
つ
な
が
り
、

連
携
す
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
垣
根
を

取
り
払
い
、
専
門
職
同
士
が
顔

を
合
わ
せ
て
、
お
互
い
の
視
点

か
ら
助
言
す
る
機
会
は
、
新
た

な
気
づ
き
や
実
践
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。「
今
後
は
こ
の
取
り

組
み
を
全
市
的
に
広
げ
た
い
」

と
、
仙
台
市
健
康
福
祉
局
保
険

高
齢
部
高
齢
企
画
課
課
長
の

米よ
な
い
や
ま

内
山
武
さ
ん
は
話
す
。

介
護
人
材
の
確
保

計
画
で
は
、
介
護
予
防
や
認

知
症
対
策
と
同
時
に
、
在
宅
介

護
で
は
難
し
い
人
た
ち
を
介
護

の
専
門
職
が
支
え
る
た
め
に
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
３
年

間
で
７
０
０
人
分
を
整
備
）
な

ど
の
施
設
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

整
備
を
す
す
め
る
。
そ
の
際
に

課
題
と
な
る
の
が
、
サ
ー
ビ
ス

を
担
う
介
護
人
材
の
確
保
だ
。

す
で
に
人
材
不
足
が
叫
ば
れ
る

な
か
、
人
材
育
成
を
国
や
県
任

せ
に
せ
ず
市
で
独
自
に
取
り
組

も
う
と
、
介
護
職
へ
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
考
え
だ
。
ま

た
、
人
材
育
成
や
職
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
成
功
し

て
い
る
事
業
者
の
取
り
組
み
を

発
信
し
て
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
人
材
を
育

て
、
介
護
業
界
の
活
性
化
を
ね

ら
う
。

高
齢
者
を
地
域
で
支
え
る
環

境
を
つ
く
る
た
め
に
は
、医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
よ
る
地
域

へ
の
目
配
り
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
欠
か
せ
な
い
。
す
で
に
実
績

の
あ
る
介
護
予
防
の
自
主
グ

ル
ー
プ
も
、
地
域
へ
の
目
配
り

を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が

今
後
さ
ら
に
組
み
合
わ
さ
り
、

実
体
化
さ
れ
、
仙
台
発
の
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
小

仙台市の事業計画（中間案）
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２０１４年 7 月に入居が始まった鹿野復興公営住宅

仙台三桜高校音楽部の生徒が合唱を披露

地域を挙げて入居者の孤立を防止
鹿野復興公営住宅（宮城県仙台市太白区）

鹿
野
復
興
公
営
住
宅
（
＝
災

害
公
営
住
宅
、仙
台
市
太
白
区
）

の
入
居
者
に
、
早
く
新
し
い
生

活
に
な
じ
ん
で
も
ら
お
う
と
、

地
域
住
民
ら
が
支
援
団
体
を
結

成
。
案
内
マ
ッ
プ
の
作
成
・
配

布
や
交
流
会
、
サ
ロ
ン
な
ど
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

昨
年
12
月
21
日
に
は
、

「
ち
ょ
っ
ぴ
り
早
い
ク
リ
ス
マ

ス
」
と
銘
打
っ
た
２
回
目
の
交

流
会
が
開
か
れ
た
。
集
会
所
が

建
設
中
の
た
め
、
隣
接
す
る
福

祉
作
業
所
「
こ
ぶ
し
」
が
会
場

と
な
っ
た
。
参
加
し
た
約
50
人

は
、
自
己
紹
介
の
あ
と
、
食
事

や
懇
談
、
近
隣
の
仙
台
三
桜
高

校
生
徒
に
よ
る
合
唱
の
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

「
地
域
の
人
た
ち
が
私
た
ち

を
歓
迎
し
て
く
れ
る
の
は
、
と

て
も
う
れ
し
い
。
安
心
し
て
こ

こ
に
住
め
る
」
と
い
っ
た
声
が

多
く
聞
か
れ
た
一
方
、「
入
居

者
同
士
は
ま
だ
打
ち
解
け
て
い

な
い
。
顔
を
合
わ
せ
て
も
よ
そ

よ
そ
し
い
感
じ
。
近
所
づ
き
あ

い
が
な
く
、
寂
し
い
」
と
訴
え

る
人
も
い
た
。

交
流
会
を
主
催
し
た
の
は
、

鹿
野
復
興
公
営
住
宅
支
援
者
連

絡
会
議
。
連
絡
会
議
は
、
鹿
野

地
区
連
合
町
内
会
、
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
、
地
区
民
生
・
児

童
委
員
協
議
会
、長
町
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉

法
人
仙
台
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
「
こ
ぶ
し
」、太
白
区
役
所
、

中
核
支
え
あ
い
セ
ン
タ
ー（
仙
台

市
社
会
福
祉
協
議
会
）、太
白

区
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
計
14

団
体
で
構
成
。昨
年
１
月
に
設

立
さ
れ
、入
居
者
支
援
に
つ
い
て

協
議
を
重
ね
つ
つ
、
訪
問
活
動

や
交
流
会
な
ど
を
続
け
て
い
る
。

連
絡
会
議
の
代
表
で
、
連
合

町
内
会
長
の
伊
藤
文
夫
さ
ん

（
77
歳
）は
、「
入
居
者
同
士
だ
け

で
な
く
、
地
域
住
民
と
も
顔
の

見
え
る
関
係
を
築
き
た
い
。
そ

う
す
れ
ば
孤
立
や
孤
独
死
を
防

止
で
き
る
」
と
意
気
込
む
。

今
年
２
月
に
は
、
高
齢
者
向

け
の
サ
ロ
ン
を
開
始
。
入
居

者
自
治
の
立
ち
上
げ
支
援
で

も
、こ
の
ほ
ど
世
話
人
ら
が
決

ま
り
、近
く
鹿
野
町
内
会
（
約

８
０
０
世
帯
）に
編
入
の
運
び

と
な
る
。

同
住
宅
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
５
階
建
て
２
棟
で
、
計

70
戸
。
昨
年
７
月
に
入
居
が
始

ま
り
、
今
回
の
交
流
会
時
点
で

67
戸
が
契
約
済
み
。
近
く
完
成

す
る
集
会
所
は
、
入
居
者
と
共

同
利
用
し
た
い
と
の
地
域
住
民

の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
仕
様
に

な
っ
て
い
る
。

まじわる！

災害公営住宅

第 回6

２回目の交流会（2014 年 12 月 21 日）

木

太平洋

山形県

福島県

岩手県秋田県

宮城県
仙台市
太白区

9
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宮
城
県
大
崎
市

宮
城
県
大
崎
市
で
は
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
者
向
け
プ
レ

ハ
ブ
仮
設
住
宅
は
設
置
さ
れ

ず
、
家
を
失
っ
た
市
内
の
被
災

者
や
沿
岸
部
か
ら
の
避
難
者

は
、
す
べ
て
借
り
上
げ
賃
貸
住

宅
（
み
な
し
仮
設
住
宅
）
に
暮

ら
す（
別
枠「
ま
ち
デ
ー
タ
」参
照
）。

看
護
師
ら
が
フ
ル
回
転
で
支
援

地
域
の
保
健
事
業
を
所
管
す

る
市
健
康
推
進
課
は
、
震
災
か

ら
４
か
月
後
の
２
０
１
１
年
７

月
に
は
、
避
難
者
が
地
域
で
孤

立
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
把

握
し
、
全
戸
訪
問
調
査
の
実
施

を
決
め
た
。
同
年
11
月
か
ら
、

非
常
勤
職
員
の
保
健
師
と
看
護

師
の
２
人
が
中
心
と
な
り
、
訪

問
を
開
始
。
生
活
状
況
を
把
握

し
た
う
え
で
、
必
要
に
応
じ
て

市
の
保
健
師
に
引
き
継
ぐ
ほ

か
、
高
齢
者
世
帯
や
独
居
高
齢

者
、
障
害
者
、
持
病
の
あ
る
人

な
ど
を
対
象
に
、
定
期
的
な
見

守
り
や
相
談
対
応
を
行
う
こ
と

づ
く
り
を
担
当
す
る
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
に
変
更
さ
れ
る
。

市
役
所
で
は
現
在
、
主
に
６

つ
の
課
が
被
災
者
支
援
に
携
わ

る
。
各
課
の
調
整
役
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
政
策
課
だ
。

同
課
は
昨
年
５
月
、
社
会
福

祉
課
、
高
齢
介
護
課
、
健
康
推

進
課
、
建
築
住
宅
課
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
な
ど
、
関
係
各
課

を
横
断
す
る
組
織
と
し
て
「
市

災
害
公
営
住
宅
入
居
者
支
援
庁

内
連
絡
調
整
会
議
」（
※
同
10

月
「
市
被
災
者
支
援
庁
内
連
絡

調
整
会
議
」
に
改
称
）
を
立
ち

上
げ
た
。こ
れ
に
よ
り
、「
生
活
、

健
康
、
介
護
、
福
祉
な
ど
個
別

支
援
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
は

も
ち
ろ
ん
、
支
援
金
の
支
給
や

災
害
公
営
住
宅
の
入
居
と
い
っ

た
諸
手
続
ま
で
を
も
含
め
た
重

層
的
、
効
率
的
な
支
援
を
行
え

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
、
同
課

主
幹
の
藤
島
善
光
さ
ん
は
語
る
。

支
援
員
配
置
に
関
し
て
は
、

「
少
な
く
と
も
２
０
１
６
年
度

ま
で
は
継
続
し
た
い
」（
藤
島

市
は
昨
年
11
月
、
非
常
勤
職

員
と
し
て
、
生
活
支
援
相
談
員

に
相
当
す
る「
被
災
者
支
援
員
」

２
人
を
配
置
し
た
。

支
援
員
は
、
今
年
３
月
ま
で

は
、
み
な
し
仮
設
住
宅
の
入
居

者
を
対
象
と
し
た
生
活
再
建
に

関
す
る
意
向
調
査
を
行
う
。

４
月
以
降
は
、
活
動
の
軸
足

を
災
害
公
営
住
宅
に
移
し
、
入

居
者
の
見
守
り
や
地
域
住
民
も

含
め
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に

取
り
組
む
。
人
数
は
４
人
に
増

員
。
所
属
も
現
在
の
建
築
住
宅

課
（
災
害
公
営
住
宅
整
備
を
担

当
）
か
ら
、
住
民
自
治
や
地
域

と
し
た
。
健
康
面
の
指
導
・
相

談
だ
け
で
な
く
、
役
所
で
の
諸

手
続
に
関
す
る
助
言
、
サ
ロ
ン

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
交
流
事
業
へ

の
参
加
呼
び
か
け
、
民
生
・
児

童
委
員
や
地
域
自
治
組
織
へ
の

紹
介
、
福
祉
・
介
護
・
医
療
へ

の
つ
な
ぎ
、
さ
ら
に
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ
の
付
き
添
い
と
い
っ

た
就
労
支
援
な
ど
、
幅
広
い
対

応
を
続
け
て
い
る
。

相
談
対
応
世
帯
数
は
、
12
年

度
延
べ
５
０
３
世
帯
に
上
っ
た

が
、
そ
の
後
み
な
し
仮
設
住
宅

が
減
少
し
、
14
年
度
は
、
昨
年

11
月
末
時
点
で
延
べ
約
１
５
０

世
帯
と
な
っ
て
い
る
。

災
害
公
営
住
宅
へ
の
転
居
後

も
、
一
部
世
帯
に
対
し
訪
問
を

継
続
し
て
い
る
。
同
課
課
長
補

佐
で
保
健
師
の
大
谷
み
ち
子
さ

ん
は
、「
転
居
後
に
体
調
を
崩

す
人
も
実
際
に
出
て
い
る
。
入

居
者
同
士
や
地
域
と
の
交
流
を

す
す
め
る
と
同
時
に
、
見
守
り

も
続
け
る
必
要
が
あ
る
」
と
訴

え
る
。

さ
ん
）
と
し
、
そ
の
間
に
生
活

再
建
や
災
害
公
営
住
宅
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
一
定
の
道

筋
を
つ
け
た
い
考
え
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
関
し

て
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の

担
当
と
な
る
。
震
災
以
前
か
ら

同
課
が
持
つ
、
地
域
自
治
組
織

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
商
店
街
な
ど
と
の

つ
な
が
り
が
、
被
災
者
支
援
や

災
害
公
営
住
宅
で
の
交
流
創
出

に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

み
な
し
仮
設
住
宅
の
入
居
者

が
、
孤
立
し
が
ち
だ
と
の
健
康

推
進
課
か
ら
の
問
題
提
起
に
も

素
早
く
反
応
、
地
域
づ
く
り
支

援
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
働

き
か
け
、
被
災
者
向
け
の
サ
ロ

ン
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

災
害
公
営
住
宅
の
立
地
地
域

で
は
、
町
内
会
や
商
店
街
に
入

居
者
の
受
け
入
れ
準
備
や
、
住

宅
建
設
を
契
機
と
し
た
地
域
活

性
化
策
の
検
討
を
促
す
な
ど
、

地
域
住
民
・
民
間
団
体
・
行
政

を
つ
な
ぎ
、
新
た
な
取
り
組
み

を
次
々
と
生
み
出
し
て
い
る
。

まちの仕組み
宮城県大崎市

28

被
災
者
支
援
と
地
域
づ
く
り
が
連
動

　
　
　
　
　
行
政
・
民
間
の
連
携
強
化
で

個別支援の主軸を担っている市健康推進課の保
健師・看護師の皆さん

秋田県

太平洋

岩手県

福島県

宮城県
大崎市
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古川七日町災害公営住宅。地元商店街が、集会所（右端）
と多目的広場の利活用策をまとめた

ラ
ス
」
と
集
会
所
で
の
住
民
交

流
策
を
ま
と
め
た
。

テ
ラ
ス
と
集
会
所
は
、
カ

フ
ェ
や
サ
ロ
ン
を
は
じ
め
、
産

直
販
売
、
健
康
相
談
、
買
い
も

の
代
行
、
子
育
て
支
援
な
ど

の
事
業
拠
点
と
す
る
。
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
的
な
機
能
も

持
た
せ
、
美
容
、
健
康
、
食
、

ビ
ジ
ネ
ス
、カ
ル
チ
ャ
ー
、ア
ー

ト
な
ど
の
住
民
向
け
講
座
も
開

く
。
講
座
の
企
画
と
講
師
の
確

保
で
は
、
県
内
外
の
女
性
講
師

集
団
「
講
師
ギ
ル
ド
Ｐｏｗｅｒ

ｆｕ
ｌ 

Ｗｏｍ
ａ
ｎ（
パ
ワ
フ
ル
・

ウ
ー
マ
ン
）」（
事
務
局
：
美
里

町
）
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
。
販

売
や
講
座
の
収
益
の
一
部
は
、

集
会
所
の
管
理
費
に
あ
て
る
。

振
興
組
合
役
員
の
田
中
源
一

さ
ん
は
、「
震
災
後
に
空
洞
化

が
進
ん
だ
商
店
街
の
復
活
と
、

地
域
全
体
の
活
性
化
の
起
爆
剤

に
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。

こ
の
ほ
か
、
市
社
協
は
、
高

齢
者
サ
ロ
ン
と
い
っ
た
地
域
福

祉
事
業
や
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
民
生
・
児
童
委
員
協

議
会
な
ど
と
連
携
、
協
働
し
て

被
災
者
支
援
に
取
り
組
む
。

被
災
者
支
援
と
地
域
づ
く
り

の
両
輪
が
、
同
市
で
力
強
く
回

り
だ
し
て
い
る
。
木

同
課
の
地
域
自
治
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

担
当
係
長
の
宮
野
学
さ
ん
は
、

「
住
民
主
体
の
被
災
者
支
援
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
は
、
地
域

全
体
の
活
力
を
底
上
げ
す
る
は

ず
。
ほ
か
の
地
域
の
刺
激
に
も

な
る
」
と
期
待
す
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
商
店
街
も
活
躍

災
害
公
営
住
宅
で
の
住
民
自

治
の
編
成
は
、
す
べ
て
既
存
町

内
会
へ
の
編
入
を
前
提
に
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
古
川
地

域
の
一
部
住
宅
で
は
、
完
成
に

合
わ
せ
て
開
か
れ
た
内
覧
会
に

地
域
住
民
も
招
待
さ
れ
、
入
居

予
定
者
と
交
流
。
入
居
開
始
時

に
開
か
れ
る
落
成
式
で
も
、
町

内
会
、
商
店
街
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

が
協
力
し
、
地
域
住
民
と
入
居

者
が
と
も
に
イ
ベ
ン
ト
や
懇
談

を
楽
し
み
、
親
交
を
深
め
る
機

会
と
し
て
い
る
。

交
流
イ
ベ
ン
ト
や
被
災
者
向

け
サ
ロ
ン
の
企
画
・
運
営
で
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
お
さ
き
地
域
創

造
研
究
会
（
大
崎
市
古
川
）
が

大
き
な
役
割
を
担
う
。
サ
ロ
ン

は
月
１
回
、
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
拠
点

施
設
で
開
か
れ
、
お
茶
飲
み
や

各
種
も
の
づ
く
り
の
ほ
か
、
隣

接
農
地
で
の
畑
仕
事
も
あ
る
。

今
後
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

は
、
８
月
に
開
か
れ
る
地
元
の

夏
祭
り
（
古
川
ま
つ
り
）
に
合

わ
せ
、被
災
者
と
地
域
住
民
が
、

七
夕
飾
り
を
共
同
制
作
す
る
計

画
を
す
す
め
て
い
る
。

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
ま
た
、
市
役
所

各
課
を
は
じ
め
、
地
元
の
商
店

街
や
法
人
会
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
大
学
な
ど
被
災
者
支
援
に

取
り
組
む
個
人
・
団
体
が
一
堂

に
会
す
る
「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
会
議
」
を
主
宰
し
て
い

る
。商

店
街
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
古
川
七
日
町
災
害
公

営
住
宅
（
５
階
建
て
30
戸
）

の
立
地
す
る
七
日
町
中
央
通

り
商
店
街
振
興
組
合
が
、
商

店
街
に
面
し
た
同
住
宅
敷
地

の
多
目
的
広
場
「
七
日
町
テ

２
０
０
６
年
３
月
31

日
、
宮
城
県
内
陸
北
部
の

古
川
市
と
田
尻
・
松
山
・

三
本
木
・
鹿
島
台
・
岩
出

山
・
鳴
子
町
の
１
市
６
町

が
合
併
し
誕
生
。
人
口

13
万
４
１
７
１
人
（
14
年

12
月
１
日
時
点
）、
高
齢
化

率
25
・
９
％
（
同
年
10
月

１
日
時
点
）。

東
日
本
大
震
災
の
市
内

の
被
災
状
況
は
、
死
者

６
人
、
家
屋
の
全
半
壊

３
０
１
０
棟
な
ど
。

市
内
被
災
者
や
沿
岸
部

か
ら
の
避
難
者
が
入
居
す

る
借
り
上
げ
賃
貸
住
宅
（
み

な
し
仮
設
住
宅
）
は
、
昨

年
11
月
時
点
で
２
５
３
世

帯
。
ピ
ー
ク
時（
11
年
12
月
）

に
は
６
９
１
世
帯
に
上
っ

た
。
市
内
被
災
者
と
石
巻

市
か
ら
の
避
難
者
が
大
半

を
占
め
る
。
そ
の
ほ
か
沿

岸
各
市
町
や
岩
手
・
福
島

県
か
ら
の
避
難
者
も
。
居

住
地
は
古
川
地
域
に
集
中

し
て
い
る
。
プ
レ
ハ
ブ
仮

設
住
宅
は
、
設
置
さ
れ
て

い
な
い
。

市
内
に
建
設
さ
れ
る
災

害
公
営
住
宅
は
、
古
川
地

域
４
か
所
１
２
０
戸
、
鹿

島
台
地
域
１
か
所
45
戸
、

田
尻
地
域
１
か
所
５
戸
で

計
６
か
所
１
７
０
戸
。
鹿

島
台
と
田
尻
は
、
と
も
に

木
造
平
屋
お
よ
び
２
階
建

て
の
長
屋
ま
た
は
戸
建
て

型
。
こ
の
う
ち
田
尻
の
５

戸
は
、
最
も
早
い
昨
年
９

月
に
入
居
開
始
。
鹿
島
台

は
今
年
４
月
以
降
に
入
居

が
始
ま
る
。
古
川
の
４
か

所
は
、
５
～
７
階
建
て
の

集
合
型
で
、
う
ち
３
か
所

１
０
０
戸
は
昨
年
11
～
12

月
に
完
成
、
入
居
が
始
ま
っ

て
い
る
。
そ
の
ほ
か
は
今

年
３
月
か
ら
７
月
に
か
け

て
順
次
完
成
す
る
。
入
居

す
る
世
帯
の
５
割
前
後
が
、

沿
岸
部
か
ら
の
避
難
者
で
、

高
齢
者
世
帯
も
多
い
。

宮
城
県
大
崎
市

ま
ち
デ
ー
タ
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地域保健の底上げも見据えた支援展開
岩手県こころのケアセンター

岩手編 心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
特
集

東
日
本
大
震
災
後
、
岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
３
県
に
被
災
者
の
心
理
・
精
神
的
な
ケ
ア
を
担
う
専
門
組
織
「
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
が

開
設
さ
れ
た
。
宮
城
と
福
島
は
そ
れ
ぞ
れ
の
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
が
、
岩
手
は
岩
手
医
科
大
学
が
運
営
を
担
う
。
目
的
は
同
じ
だ
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
に
は
違
い
も
見
ら
れ
る
。
各
セ
ン
タ
ー
の
組
織
体
制
と
活
動
の
様
子
を
紹
介
す
る（
宮
城
・
福
島
県
は
前
号
掲
載
）。

● 岩手県こころのケアセンター（中央センター：岩手医科大学医学部内）
〒020-8505　岩手県盛岡市内丸19-1
電話 019-654-0166　FAX 019-654 -0113
ＵＲＬ：http://www.i-mcc.jp/

は
、
市
町
村
に
よ
っ
て
ま
ち
ま

ち
。
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
実
情
に
合
わ
せ
て
、
活
動
の

あ
り
方
を
調
整
し
て
い
る
。

「
地
元
と
の
連
携
を
た
い
せ

つ
に
し
て
い
る
。
個
別
訪
問
も

相
談
も
、
各
地
域
の
体
制
に
合

わ
せ
て
行
う
こ
と
が
大
事
。
私

た
ち
は
、
地
域
に
根
差
し
た
支

援
を
目
指
し
て
い
る
」

地
域
の
精
神
保
健
体
制
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
念
頭
に
、
サ

ロ
ン
や
傾
聴
と
い
っ
た
住
民
主

体
の
活
動
に
も
大
い
に
意
義
を

認
め
、
こ
れ
を
推
進
す
る
た
め

の
住
民
向
け
講
座
も
、
市
町
村

と
協
力
し
て
開
い
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
の
組
織
は
、
司
令

塔
の
「
中
央
セ
ン
タ
ー
」
を
盛

岡
市
に
、
前
線
基
地
の
「
地
域

セ
ン
タ
ー
」を
沿
岸
４
地
域（
久

慈
・
宮
古
・
釜
石
・
大
船
渡
）

に
配
置
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

地
域
セ
ン
タ
ー
は
、
７
か
所

に
「
震
災
ス
ト
レ
ス
相
談
室
」

を
展
開
（
次
ペ
ー
ジ
図
参
照
）。

相
談
室
は
、
被
災
者
が
気
軽
に

な
ど
で
介
入
、
必
要
に
応
じ
て

医
療
、
介
護
、
福
祉
へ
つ
な
ぐ

こ
と
も
、
役
割
の
ひ
と
つ
と
す

る
。被

災
者
の
直
接
支
援
機
関
と

し
て
活
動
す
る
の
で
は
な
く
、

地
域
に
元
々
あ
る
保
健
事
業
の

仕
組
み
を
生
か
す
こ
と
を
重
視

し
て
い
る
。

副
セ
ン
タ
ー
長
の
大
塚
耕

太
郎
さ
ん
（
別
枠
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
）
は
、
次
の
よ
う

に
説
明
す
る
。

「
市
町
村
に
は
、
長
年
取
り

組
ん
で
き
た
保
健
事
業
が
あ

る
。保
健
師
、民
生
・
児
童
委
員
、

保
健
推
進
委
員
、
食
生
活
改
善

推
進
委
員
ら
の
活
動
や
、
住
民

同
士
の
見
守
り
と
い
っ
た
草
の

根
の
活
動
も
あ
る
。
地
域
の
復

興
を
考
え
る
場
合
、
そ
う
し
た

活
動
全
体
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
。
地
域

の
仕
組
み
や
、
現
場
で
活
動
す

る
人
た
ち
の
役
割
を
た
い
せ
つ

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

保
健
事
業
の
枠
組
み
や
内
容

「
岩
手
県
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
」
の
運
営
を
担
う
岩
手

医
科
大
学
（
盛
岡
市
）
は
、
震

災
以
前
か
ら
県
内
全
域
で
自
殺

予
防
に
携
わ
っ
て
き
た
。ま
ず
、

２
０
０
３
年
か
ら
県
北
沿
岸
の

久
慈
地
域
で
、
県
・
市
町
村
、

病
院
、地
域
住
民
ら
と
と
も
に
、

「
久
慈
モ
デ
ル
」
と
し
て
知
ら

れ
る
包
括
的
な
心
の
健
康
づ
く

り
の
枠
組
み
を
確
立
。そ
の
後
、

同
モ
デ
ル
は
全
県
展
開
さ
れ
、

自
殺
予
防
に
効
果
を
上
げ
て
い

る
。被
災
地
で
の
心
の
ケ
ア
は
、

そ
う
し
た
実
績
と
経
験
も
踏
ま

え
て
行
わ
れ
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
は
、
東
北
有
数
の

医
療
施
設
を
備
え
る
医
科
大
学

と
し
て
の
背
景
を
生
か
し
、
精

神
科
的
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
を
提

供
し
な
が
ら
、
地
域
の
保
健
事

業
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
被
災
市
町
村
の
保
健
関
係

者
や
地
域
住
民
と
連
携
し
つ

つ
、
心
身
の
健
康
増
進
を
目
指

す
。
健
康
・
生
活
面
で
課
題
を

抱
え
る
人
に
対
し
て
は
、
相
談

心
の
健
康
に
つ
い
て
相
談
で
き

る
貴
重
な
場
と
な
っ
て
い
る
。

中
央
セ
ン
タ
ー
は
、
全
体
統

括
の
ほ
か
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー

の
サ
ポ
ー
ト
も
行
う
。
ま
た
、

内
陸
部
の
被
災
者
・
避
難
者
支

援
に
関
し
て
、
各
市
町
村
の
支

援
従
事
者
へ
の
技
術
的
な
指
導

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
は
、

精
神
科
医
、
臨
床
心
理
士
、
精

神
保
健
福
祉
士
、
保
健
師
、
看

護
師
、
社
会
福
祉
士
な
ど
の
専

門
職
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
事
務

系
も
含
め
総
勢
約
50
人
で
、
全

員
が
同
大
の
職
員
。

岩手県こころのケアセンター（中央センター：岩
手医科大学内）のスタッフ会議の様子
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各
専
門
職
は
、
相
談
や
健
康

教
育
、
研
修
、
保
健
事
業
の
支

援
な
ど
に
全
般
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

業
務
の
中
心
は
相
談
対
応

で
、
２
０
１
３
年
度
実
績
を
見

る
と
、
全
セ
ン
タ
ー
合
計
で
相

談
件
数
は
８
８
５
６
件
に
上

る
（
支
援
従
事
者
の
相
談
も
含

む
）。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
支

援
者
の
セ
ル
フ
ケ
ア
な
ど
の
研

修
・
講
座
は
、
４
１
１
回
開
か

れ
た
。

セ
ン
タ
ー
の
開
設
は
、
震

災
か
ら
お
よ
そ
11
か
月
後
の

２
０
１
２
年
２
月
。
県
が
、
同

大
に
設
置
運
営
を
委
託
す
る
形

に
な
っ
て
い
る
。
宮
城
・
福
島

県
と
同
様
、
国
の
復
興
関
連
予

算
を
財
源
と
し
、
委
託
契
約
は

単
年
度
ご
と
に
締
結
さ
れ
る
。

セ
ン
タ
ー
の
設
置
期
間
は
、

国
の
予
算
措
置
に
も
左
右
さ
れ

る
た
め
、
必
ず
し
も
明
確
で
は

な
い
。

セ
ン
タ
ー
を
所
管
す
る
県
障

が
い
保
健
福
祉
課
は
、「
今
後
、

仮
設
住
宅
か
ら
災
害
公
営
住
宅

へ
の
移
行
な
ど
の
、
生
活
再
建

過
程
の
経
済
的
負
担
や
環
境
変

化
に
よ
る
心
理
的
ス
ト
レ
ス

が
、増
大
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

心
の
ケ
ア
の
重
要
性
は
一
層
高

ま
る
と
見
込
ま
れ
、
セ
ン
タ
ー

を
中
心
と
し
て
引
き
続
き
心
の

ケ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

将
来
的
に
は
、
セ

ン
タ
ー
で
培
わ
れ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
地

域
の
自
殺
予
防
な

ど
に
引
き
継
ぎ
、

生
か
し
て
い
き
た

い
」と
し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
事
業

が
、
被
災
者
の
心

の
健
康
を
支
え
る

だ
け
で
な
く
、
震

災
前
よ
り
も
住
み

よ
い
地
域
を
つ

く
っ
て
い
く
礎
に

な
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。
木

セ
ン
タ
ー
に
は
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
専
門
職
が
そ
ろ
っ
て
い

る
。
役
割
分
担
は

「
各
職
種
が
協
力
し
な
が
ら
、

セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
オ
ー
ル
ラ

ウ
ン
ド
に
こ
な
す
。
お
互
い
の

技
術
や
ス
キ
ル
も
学
び
合
っ

て
、
被
災
者
の
悩
み
に
寄
り
添

え
る
よ
う
、
研
さ
ん
を
重
ね
て

い
る
。
職
種
の
垣
根
を
越
え
、

被
災
者
の
話
を
丁
寧
に
聞
く
こ

と
を
た
い
せ
つ
に
し
て
い
る
。

各
職
種
の
得
意
領
域
を
生
か
し

つ
つ
、
と
も
に
被
災
者
一
人
ひ

と
り
の
ケ
ア
を
考
え
て
い
る
」

被
災
地
と
の
関
わ
り
方
は

「
市
町
村
に
よ
っ
て
精
神
保

健
体
制
は
違
い
、
関
わ
り
方
も

一
律
で
な
い
。
保
健
師
な
ど
現

地
支
援
者
の
思
い
を
た
い
せ
つ

に
し
て
、
そ
の
思
い
を
実
現
す

る
一
助
に
な
れ
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
て
活
動
で
き
る
よ
う
、
事
前

調
査
は
十
分
に
行
う
。
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
全
戸
調
査
を
行
う
こ

と
も
あ
れ
ば
、
調
査
で
抽
出
し

た
要
支
援
者
の
個
別
訪
問
を
行

う
こ
と
も
あ
る
。
健
診
の
手
伝

い
も
す
る
」

現
地
支
援
者
の
支
援
に
重
点

を
置
い
て
い
る

「
保
健
事
業
は
、
長
年
に
わ

た
り
各
地
域
で
育
ま
れ
て
き

た
。
傾
聴
や
サ
ロ
ン
と
い
っ
た

住
民
主
体
の
取
り
組
み
も
含

め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
長
的
な
仕

組
み
が
あ
る
。
地
域
に
元
々
あ

る
仕
組
み
を
も
と
に
、『
こ
の

よ
う
な
地
域
に
し
て
い
き
た

い
』
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
が
持
っ
て
い
る
思
い
を
た
い

せ
つ
に
し
て
、
そ
の
実
現
に
向

け
て
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
保
健
師
な
ど
現
地
支
援

者
の
話
を
よ
く
聞
き
、
し
っ
か

り
理
解
す
る
よ
う
努
め
て
い

る
。
そ
の
う
え
で
支
援
の
あ
り

方
を
考
え
る
」

地
域
の
保
健
体
制
を
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
う
え
で
の

ポ
イ
ン
ト
は

「
地
域
ケ
ア
は
、
専
門
職
だ

け
が
行
う
も
の
で
は
な
く
、
地

域
住
民
が
参
加
し
て
つ
く
っ
て

い
く
も
の
だ
。
住
民
自
身
が
、

心
の
健
康
に
つ
い
て
の
意
識
や

理
解
度
を
上
げ
、
地
域
で
の
支

え
合
い
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

も
た
い
せ
つ
だ
ろ
う
。
介
護
や

福
祉
、
医
療
に
つ
い
て
も
同
じ

こ
と
が
言
え
る
。
復
興
に
は
、

地
域
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
リ

テ
ラ
シ
ー
を
向
上
さ
せ
、
さ
ま

ざ
ま
な
次
元
の
人
材
が
養
成
さ

れ
、
地
域
資
源
を
厚
く
し
て
い

く
と
い
う
視
点
が
求
め
ら
れ
る
」

被
災
者
支
援
で
は
、
地
域
づ

く
り
を
意
識
し
た
活
動
が
必
要

と
い
う
こ
と
か

「
私
た
ち
は
、
地
域
づ
く
り

を
常
に
念
頭
に
置
い
て
い
る
。

住
民
自
身
が
健
康
に
つ
い
て
考

え
、
地
域
の
課
題
に
気
づ
い
て

解
決
を
図
る
仕
組
み
を
復
興
の

過
程
で
つ
く
り
、
誰
も
が
そ
の

仕
組
み
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
心
の

ケ
ア
と
言
わ
れ
て
も
ピ
ン
と
来

な
い
人
も
、
地
域
の
サ
ロ
ン
に

参
加
す
れ
ば
、
交
流
や
支
え
合

い
の
輪
の
な
か
に
入
る
。
人
を

取
り
巻
く
地
域
の
支
援
の
輪
が

広
が
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。
私

た
ち
は
、
そ
の
仕
組
み
づ
く
り

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
」

「地域づくり念頭に活動」
岩手県こころのケアセンター副センター長　大塚 耕太郎 さん

●プロフィール

おおつか・こうたろう＝ 1997 年岩手医科大学医学

部卒。2005 年同学部神経精神科学講師、2012 年同

学部災害・地域精神医学講座特命教授および岩手県

こころのケアセンター副センター長就任。専門は精

神科救急、自殺対策、災害精神医学など。

インタビュー
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「
生
き
サ
ポ
」
の
起
業
相

談
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･

ビ
ジ
ネ
ス
（
Ｃ
Ｂ
）
の
創
業

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
地
域
活
動

の
立
ち
上
げ
が
対
象
で
す
。

地
域
に
貢
献
し
生
き
が
い
が

得
ら
れ
る
仕
事
や
活
動
を
生

み
出
す
た
め
に
、
Ｃ
Ｓ
神
戸

が
兵
庫
県
の
委
託
を
受
け
て

運
営
す
る
「
生
き
サ
ポ
神
戸

東
」
で
は
、
昨
年
度
、
年
間

で
約
１
７
０
人
の
起
業
相
談

を
受
け
ま
し
た
。
過
去
10
年

間
で
起
業
が
成
立
し
た
件
数

は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

営
利
法
人
と
は
、
株
式
会

社
、
合
同
会

社
な
ど
で
す
。

半
数
は
介
護

事
業
で
す
が
、

個
人
で
動
き

や
す
い
と
営

利
法
人
を
選

ば
れ
ま
し
た
。

任
意
団
体
の

多
く
は
ビ
ジ

ネ
ス
性
を
持

た
な
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体

で
、
居
場
所

の
運
営
、
自

助
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
す
。
そ
の

ほ
か
、
音
楽
や
健
康
増
進
法

な
ど
、
特
技
を
生
か
し
て
社

会
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
個

人
事
業
主
も
含
ま
れ
ま
す
。

全
体
で
み
る
と
、
以
前
は

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
支
援

な
ど
福
祉
に
関
す
る
立
ち
上

げ
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
最

近
の
業
種
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
で
い
ま
す
。
ス
カ
イ
プ
を

使
っ
て
の
ス
ペ
イ
ン
語
会
話
の

レ
ッ
ス
ン
で
、
途
上
国
の
仕
事

を
つ
く
り
た
い
と
い
う
20
歳

代
の
若
者
、
障
が
い
や
病
気

が
あ
っ
て
も
躊
躇
せ
ず
に
思

い
出
の
写
真
を
、
と
N
P
O

を
立
ち
上
げ
た
プ
ロ
の
カ
メ
ラ

マ
ン
、
大
好
き
な
マ
ン
ガ
と
ご

自
身
の
子
育
て
悩
み
を
き
っ

か
け
に
、
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
専

用
の
マ
ン
ガ
喫
茶
を
立
ち
上

げ
た
方
な
ど
、
特
技
を
活
か

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
べ
く
、
活
動
内
容
は

ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
治
会
と
コ
ラ
ボ
す

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
、
従
来
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
地
域
活
動
の
パ

タ
ー
ン
も
散
見
さ
れ
ま
す
。

起
業
相
談
の
モ
ッ
ト
ー

は
、
地
域
に
根
を
張
る
中
身

が
し
っ
か
り
し
た
団
体
を
目

指
す
こ
と
で
す
。「
法
人
化

を
急
が
ず
、
ま
ず
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
し
っ
か
り
確
立

し
、
自
分
サ
イ
ズ
の
立
ち
上

げ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ

う
」
と
提
唱
し
て
い
ま
す
。

創
業
後
の
活
動
が
低
調
だ
っ

た
り
、
休
眠
や
早
期
の
解
散

に
つ
な
が
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
勢
い
だ
け
の
立
ち
上
げ

に
ブ
レ
ー
キ
役
を
務
め
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

起
業
相
談
以
外
に
、
既
存

の
団
体
か
ら
の
運
営
相
談
も

年
々
増
え
て
お
り
、
起
業
相

談
件
数
の
２
倍
以
上
に
な
っ

て
い
ま
す
。
決
算
や
法
定
手

続
き
の
方
法
と
い
っ
た
定
型

的
な
も
の
の
ほ
か
、
解
散
や

法
人
の
分
割
、
労
使
間
の
ト

●プロフィール
大学卒業後、中南米で国際協力に携わる。帰国後、Ｎ
ＰＯ法人コミュニティ・サポートセンター神戸に勤務。
コミュニティビジネスや生きがいある働き方を総合的
に支援する「生きがいしごとサポートセンター神戸東」
で、就業・起業相談を担当。2009 年から同センター長。

認定ＮＰＯ法人コミュニティ・サポートセンター神戸（ＣＳ神戸）
生きがいしごとサポートセンター神戸東（愛称：ワラビー）センター長　狩

か の

野 仁
ひ と み

未

ようこそ! 生きサポへ ～起業支援編～

連載
ともに ”生きがいしごと”の
実現を目指して

2

ラ
ブ
ル
、
経
営
改
善
な
ど
実

に
多
様
で
す
。
い
つ
も
、
相

談
者
と
と
も
に
考
え
る
ス
タ

ン
ス
で
対
応
す
る
と
と
も

に
、ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
、

外
部
専
門
家
を
紹
介
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。「
気
軽

に
相
談
で
き
る
生
き
サ
ポ
が

あ
っ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」

と
、
さ
ら
に
前
向
き
に
活
動

に
取
り
組
ま
れ
る
姿
を
見
ら

れ
る
と
き
に
、
生
き
サ
ポ
の

意
義
を
実
感
し
ま
す
。

な
お
、
生
き
サ
ポ
で
は
、

Ｃ
Ｂ
へ
の
理
解
促
進
や
実
践

者
の
増
加
、
あ
る
い
は
各
団

体
の
運
営
の
充
実
を
目
的
と

し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
例
年
の
兵
庫
県
下

の
全
生
き
サ
ポ
に
よ
る
合
同

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
Ｃ
Ｂ
の
普

及
に
役
立
つ
と
と
も
に
、
生

き
サ
ポ
間
の
協
力
体
制
の
強

化
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

コミュニティ・ビジネスに関するセミナー
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起業団体数（2004 年６月〜 2014 年 11 月）

非営利法人
営利法人

NPO 一般社団
159 17 21 105 302

任意団体 合計

14



15

宮城県サポートセンター支援事務所 
  　　　　アドバイザー　浜上 章

“被災者支援から地域福祉へ！”②
～被災者への深い理解と思いやり、
尊重をベースにした地域福祉～

宮城県サポートセンター支援事務所　所長　鈴木守幸

ひとりごと

災害公営住宅や集団移転地への転居で、被災者
が通常の地域生活に向けて意識も暮らし方も切り
替えていく。そのために、一人ひとりが地域を住
みやすくしていく主体者として、お互いの見守り
や支え合い活動に参加していく方向に持っていく
ことがたいせつである、と前回の小欄で書きまし
た。

このことの基本は、何ら変わらないですが、被
災者の立ち直りも、自立への歩みも個々人により
さまざまです。

かけがえの無いたいせつな人を亡くし、長年住
み慣れた家も土地も、人間関係も故郷も失った悲
しみや辛さは３年や４年で消えるわけではなく、
まだまだ、気持ちが沈み、心を開けない人もおら
れることと思います。また、新しい住宅や人、地
域になじめず不安を抱えたままの人もいると思い
ます。

震災による心の痛手や心身のハンディキャップ
などを抱える人が元気になって、地域に目を向け
参加してもらえるようになるためには、住宅や地
域住民、支援者との関係が“安心の場、安心の関
係”でなければならないと思います。

非難されたり、責められたりすることなく、そ
の住宅に、地域に住み続けることができる環境が
求められます。自治活動や地域福祉活動を進めた
り、支援する側にその点の十分な理解と配慮が求
められます。

宮城県サポートセンター支援事務所
〒 980-0014 宮城県仙台市青葉区本町 3-7-4 宮城県社会福祉会館 3 階 　TEL 022-217-1617　 FAX 022-217-1601

宮城県サポートセンター支援事務所からのお知らせ

 サポートセンター行脚

「サポ弁」事業②

前号から引き続き、サポートセンター支援員を
サポートする弁護士グループ「サポ弁」の活用に
ついてお伝えします。

サポ弁事業は、法律家として仮設住宅を福祉系
の専門職と巡回して相談対応を行い、相談者の生
活全般にわたる課題を理解したうえで、専門的な
対応の必要性を痛感した若手弁護士の声で始ま
りました。

しかし、このサポ弁を含む専門職を現場でどう
活かすのかは、支援員の手に委ねられています。

支援員の皆さんの寄り添い型見守り活動で培っ
たアセスメント能力は、相談者の問題解決のため
に欠かせませんが、次に必要なのは相談者への支
援体制をどう構築していくかです。その際にぜ
ひ、弁護士を活用してほしいと思います。

サポ弁のメンバーは、日頃から福祉の現場で協
働して高齢者や障害者の権利擁護に関する取り
組みを行っている弁護士です。真摯に対応する人
たちですから、どうか無理難題を突き付けてくだ
さい。一緒に悩んでくれるので、大丈夫！！（褒
めすぎか？）

電話でまずはサポ弁にご相談を。
詳細は、当支援事務所までお問い合わせくださ

い。どんな弁護士か、こっそり教えます。サポ弁
のイケメン弁護士を活用してください！（ただ
し、私の主観でイケメンと言っているだけですか
ら、本当のところは皆さんで活用しながら確認し
てくださいね）

サ ポ ー タ ー の あ な た へ

＜地域福祉コーディネート基礎研修＞
◎講師：藤 井博志 神戸学院大学教授

【気仙沼会場】２月２４日（火）・２５日（水）気仙沼市民健 康管理センターすこやか
【石巻 会場】２月２６日（木）・２７日（金）旧明友館

＜災害公営住宅への移行対策研修Ⅱ＞
地域生活支援研 修 ④
◎講師：石黒秀喜 一般 財団法 人 長 寿社会開発センター審議 役
          酒井保 ご近 所福祉クリエーター

【石巻 会場 ①】３月２日（月）三陸河北新報社 １階 かほくホール
【石巻 会場 ②】３月２０日（金）三陸河北新報社 １階 かほくホール
【岩沼会場】 ３月１７日（火）岩沼市総合福祉センター

平成26年度　宮城県被災者支援従事者研修
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月刊東日本大震災・被災者の暮らしを豊かにする　　　地域支え合い情報 30号
バックナンバーがホームページで読めます！
http://www.clc-japan.com/sasaeai_j/

編 集 後 記
岩手県大船渡市の津波被災地に牧草を植え、ヒツジを放牧して景観美化と住民交流を図って
いるＮＰＯがあります（情報紙 23 号に記事）。「ヒツジは気性もやさしく、 癒し効果がある動
物なんです。 震災後の住民の心を癒すこともできれば」と同ＮＰＯ代表が語っていました。 今
年の干支は未（ひつじ）。 被災者の心の復興がすすむ年になりますように。（木村）

あ な た の 活 動 ・ 地 域 の 活 動 情 報 を お 寄 せ く だ さ い !

TEL 022-727-8730　FAX 022-727-8737
E-mail joho@clc-japan.com

月刊「地域支え合い情報」は、コミュニティ（地域づくり）か
ら震災・復興を考え、提案していくために生まれた情報紙です。
ぜひ忌憚のないご意見・ご感想を FAX またはメールにて編集
部までお聞かせください。

☆次号予告 特集「ひとつ屋根の下で暮らす（共同生活型 
                                        の仮設住宅と災害公営住宅）」

読 者 の 声

28 号の特集「畑へ行こう！」を興味深く読みました。被災者の方への支援は、
一方的にしてあげることだけでなく、ともに働き、誰かの役に立てると思える環
境が大切なのですね。私の地元では、近所のおじいさんやおばあさんが畑仕事の
先生です。広い世代の地域の人が、一緒にできることを自分の住む地域でもした
いと思いました。（仙台市青葉区　Ｙ．Ｅ）

 購 読 者を募 集しています！

お知らせ

＜管理者研修＞

◎講師：大坂 純 仙台白百合女子大学教授、佐藤寿一 宝塚市社会福祉協

議会事務局長、岩城和志 淡路市社会福祉協議会参事

【盛岡会場】３月２３日（月）  いわて県民情報交流センター（アイーナ）

「月刊 地域支え合い情報」を年間購読しませんか？

●購読会員　年3,696 円（年12 回、送料込み）
購読ご希望の方は下記口座へお振り込みください。編集部にて確認次第、情報紙を発送いたします。

＜お振込先＞　●ゆうちょ銀行振替口座   
　　　　　　　口座番号：０２２６０－９－４６３０３
　　　　　　　加入者名：全国コミュニティライフサポートセンター

※通信欄に、「地域支え合い情報紙　購読費」と記入したうえで、①お届け先の住所と②何号
からの購読申込みかを、記入してください。

平成２６年度 岩手県高齢者等サポート拠点職員等研修事業
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